
人口と世帯（平成 28 年 6 月末現在）　カッコ内は前月との比較
人口：9,174 人（-7）/ 男 4,420 人（-5）/ 女 4,761 人（-2）/ 世帯数 5,238 世帯（-7）

8 月 20 日 (土) ～ 21 日 (日)
町制施行 60 周年記念
みなと祭り
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絆で創る , 魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝 早起き ラジオ体操 朝ごはん！

月号8
平成２８年（２０１６年）

せとうち
広報

唄と海でゆらう町  満天の星が降りそそぐ町  鹿児島県奄美大島瀬戸内町

特集　地域ブランド「瀬戸内パッション」始動

パッションフルーツの花

３つに分かれた雌しべが時計の
長針、短針、秒針に見えることから、

和名では「時計草」と名づけられています

←雌しべ

←雌しべ
雌しべ→



瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン「
始
動
」

地
域
ブ
ラ
ン
ド

亜
熱
帯
性
気
候
で
温
暖
な
奄
美
大

島
で
は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
の
栽
培
が
盛
ん
で
日
本
一
の
栽
培
面

積
と
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
瀬
戸

内
町
で
も
昔
か
ら
、
町
の
代
表
的
な
果

物
と
し
て
贈
答
用
や
食
卓
用
に
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
か
ら
新
た
な
取
り
組

み
が
始
動
し
ま
し
た
。
ロ
ゴ
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
を
一
新
し
、
厳
し
い
基
準

を
設
け
て
、
奄
美
パ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
瀬

戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
進
化
さ
せ
る
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
。

　

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
取
り
巻

く
、「
今
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

平
成
21
年
頃
か
ら
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
作
り
始
め
た

と
い
う
、
瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
産

地
協
議
会
広
報
担
当
の
古
仁
屋
農
産
の
永
井
京
子
さ

ん
。
今
後
は
、「
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
認
知
度

を
高
め
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

「
全
国
か
ら
注
文
が
あ
り
ま
す
が
、
食
べ
方
を
教
え

て
ほ
し
い
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
認
知
度
が
ま
だ
足
り
な
い
な
と

感
じ
ま
す
。
試
食
会
な
ど
の
広
報
活
動
を
関
東
や
関

西
な
ど
で
開
催
し
て
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
認

知
度
を
向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
は
瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
を
高
め
た
い
」
と
や

る
気
に
満
ち
た
表
情
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
阪
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
農
業
を
一
か
ら
始
め

た
と
い
う
宮
原
農
園
の
宮
原
さ
ん
。「
瀬
戸

内
パ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ッ
プ
を
付

け
て
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
花
付
の
時
も

ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
業
で
す
る
な
ど
丁
寧
に
す
る
分

作
業
が
多
く
な
り
、
大
変
で
す
が
、
少
し
で
も
良
い

も
の
を
作
り
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

　
「
瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン
は
17
度
以
上
の
糖
度
で
ク

エ
ン
酸
の
濃
度
も
高
い
た
め
、
北
海
道
や
沖
縄
か
ら

も
瀬
戸
内
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
良
い
と
注
文
が
あ
り
ま

す
。ま
だ
ブ
ラ
ン
ド
化
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

最
終
的
に
は
糖
度
、
大
き
さ
、
酸
味
を
今
以
上
に
し

て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

奄
美
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を

　
「
瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン
」へ

3 月～ 5 月 
開花・受粉６月～７月 収穫

瀬戸内パッションブランド
産地協議会　広報

永井　京子 さん

瀬戸内パッションブランド
産地協議会　会長

宮原　仲清 さん

　
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を

　
　
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い

　
よ
り
高
品
質
な
瀬
戸
内

　
　
　
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て

８月～２月 準備

苗や土の準備
広報せとうち　2



瀬戸内パッション
安心・安全・情熱・丁寧
真面目で美味しいパッション

等級：優品以上

瀬戸内パッションの定義を満たす

その 1　瀬戸内町の自然環境で栽培された「パッションフルーツ」であること
その 2　生産者は「瀬戸内パッションブランド産地協議会」に加入していること
その 3　大島地域施設パッションフルーツ栽培基準に準じて栽培していること
その 4　エコファーマー認定、鹿児島の農林水産物認証制度（Ｋ ‐ ＧＡＰ）認証
　　　　を取得していること
その 5　瀬戸内町皇室献上パッションフルーツ産地認定を受けていること
その 6　瀬戸内パッション出荷準備・出荷規格に基づき出荷・販売を行うこと

瀬戸内パッションの定義

未
来
へ
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
た
　

　

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
問
題
の
さ
な
か
、
生
産
者

達
は
瀬
戸
内
町
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
い

か
に
高
品
質
化
し
、
販
売
し
て
い
く
か
を
前
向

き
に
捉
え
、
自
分
た
ち
の
強
み
と
弱
み
を
自
己

分
析
し
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
何
度
も
繰

り
返
し
議
論
を
重
ね
て
い
き
な
が
ら
、
施
設

パ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
部
会
か
ら
瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
ド
産
地
協
議
会
へ
発
展
し
て
い
き
ま

し
た
。

瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
「
強
み
」

　

瀬
戸
内
町
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
栽
培
の

強
み
と
し
て
、
皇
室
献
上
、
か
ご
し
ま
の
農
林

水
産
物
認
証
制
度
取
得
に
よ
る
安
心
・
安
全
へ

の
取
組
み
、
受
粉
昆
虫
を
活
用
し
た
省
力
化
技

術
な
ど
高
レ
ベ
ル
な
栽
培
技
術
と
丁
寧
な
管
理

が
特
徴
的
で
す
。

　

ま
た
、
生
産
者
間
の
連
携
も
良
く
、
若
手
生

産
者
は
、
研
修
生
の
頃
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者

と
顔
見
知
り
と
な
り
、
就
農
後
も
栽
培
管
理
な

ど
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
。
逆
に
ベ
テ
ラ

ン
生
産
者
は
、
若
手
生
産
者
か
ら
新
し
い

感
覚
を
取
り
入
れ
て
自
己
の
農
業
経
営
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン
を
町
の
力
に

　

ブ
ラ
ン
ド
産
地
協
議
会
の
中
で
特
に
重

要
視
し
た
の
は
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
」
へ

の
取
組
み
で
す
。

　
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
は
、
そ
の
地
域

で
作
ら
れ
て
い
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
そ

し
て
地
域
そ
の
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま

り
、
地
域
外
か
ら
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が

集
ま
っ
て
地
域
活
性
化
に
結
び
付
く
よ
う

な
戦
略
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
「
瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
維
持
ま
た

は
更
に
向
上
さ
せ
、
攻
め
の
販
売
戦
略
に

取
り
組
む
こ
と
こ
そ
が
、
生
産
者
の
所
得

向
上
と
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

農
林
課
農
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原　
　

章
貴

  
瀬
戸
内
パ
ッ
シ
ョ
ン
担
当
者
が
語
る

パ
ッ
シ
ョ
ン
＋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
＝
瀬
戸
内
町
の
活
性
化

選別
階級：M (71g) 以上
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もっと知りたい！パッション
フルーツのいろんなこと！

　地域おこし協力隊の中村友美さんと、TresureFarm
の籾山育代さん主催によるパッションフルーツの受
粉、収穫、商品化までをひとつの物語として体験する
新たな企画が始まっています。
　中村さんと籾山さんは、「もっとパッションの事を
広めたい。最終的に参加者と一緒に加工して、新たな
商品化もできれば」と語っていました。
　第１回目の「受粉作業」に参加した緒方加世子さん

（笠利在住）は、「パッションフルーツの事がいろいろ
知れて楽しかった」と笑顔で語っていました。

Sweet Passion Story
～パッションフルーツ物語～

パッションフルーツの新しい体験イベント！？

ハウス内の室温は？

ひとつひとつクリップで

パッションの蔓
つる

をきれいに固定（誘引）

つぼみも甘い！？

　夏場のハウス内は
４０度以上になること
も！取材した日の最高
温度はなんと４５度！
　生産者は、汗だくに
なりながらも自分の子
どものように丁寧に育
てています。

　パッションフルーツ
の花のつぼみにある蜜
腺からは、蜜が出てい
ます。
　この蜜もパッション
フルーツのようにとっ
ても甘いのです。

　パッションが熟すと
自然に枝から切れて落
ちてしまいます。
　落ちて傷がつかない
ようにひとつひとつす
べての実と枝をクリッ
プで止めています。

　パッションの蔓を
放っておくといろんな
所にからまってしまい
ます。支柱と蔓をテー
プで固定し、L 字や T
字にしていきます。

広報せとうち　4



☑８月のお知らせと情報

5　広報せとうち

平成 28 年度 瀬戸内町職員採用候補者試験案内　全職種の受験資格が 35 歳までに

私たちと「まち」を支えてみませんか
～ 新規採用職員が語る私の仕事 ～

町道の改良工事や特定

離島ふるさとおこし

推進事業による加計呂麻

島・請島・与路島の生活基

盤の整備を担当していま

す。安心・安全に暮らせる

まちづくりに少しでも貢献

できるように日々成長して

いきたいです。

教育委員会の給与管理

や学校教育に関する

補助金、負担金等を担当し

ています。四月から約四か

月、仕事をすればするほど

町の魅力を肌で感じ自信が

ついてきました。町の将来

を担う子ども達が心豊かに

成長する環境づくりに努め

ています。

地元で資格をいかした

仕 事 が し た い と 思

い、役場の職務を志望しま

した。現在はまちの栄養士

として、子どもからお年寄

りまで、様々な事業に携

わっています。今後も食を

通して、町民の皆様の健康

づくりのお手伝いができる

ようにがんばりたいです。
建設課技師補

納　大吾
保健福祉課栄養士

田村　夏海
教育委員会主事補

福田　恭子

28 年度採用 28 年度採用 28 年度採用

試験区分 職種 採用予定人数 受験資格

行政職

一般事務 若干名 ①昭和５６年４月２日（３５歳）から
平成１１年４月１日（１８歳）までに
生まれた者
②看護師については、看護師・准看護師資格取
得者又は取得見込の者
③船舶乗務員については、海技免状（航海・機関）
資格取得者又は取得見込の者

土木・建築 若干名

看護師 若干名

船舶乗務員 若干名

１. 試験区分・職種・人員及び受験資格

２. 試験日　平成２８年９月１８日（日）午前 9 時開始（受付時間　8 時 00 分～ 8 時 40 分まで）

３. 試験場　瀬戸内町役場４階委員会室

４. 申込受付　平成２８年８月１日 ( 月 ) ～平成２８年８月１９日 ( 金 )

５. 受験申込書の配布
　瀬戸内町役場総務課人事行政係で配布しています。また、瀬戸内町ホームページからダウンロードできます。

６. 郵便請求の場合
　封筒の表に「受験申込書請求」と朱書きし、120 円切手を貼った宛先明記の角形２号封筒

　（240 × 332㎜ ) を同封して総務課人事行政係まで送付してください。

７. お問い合わせ
　〒８９４－１５９２　鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津２３番地
　総務課人事行政係　☎（０９９７）７２－１１１１（内線 117)

瀬戸内町職員採用候補者試験を次のとおり実施します。

採用
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年
金
コ
ー
ナ
ー

相談等

年金キャラクター

「もくもく」

　
　

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
６
，
２
６
０
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お

得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督

促
を
行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
延
滞

金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
が
あ
る
方
の
財
産
を
さ

し
お
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
さ

れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
役
場
の
国
民

年
金
窓
口
へ
ご
相
談
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を　

負
う
配
偶
者
及
び
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

◎
８
月
25
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
せ
と
う
ち
物

　
産
館
２
階
会
議
室
に
お
き
ま
し
て
、
奄
美
大
島
年
金
事
務
所
に
よ

　
る
年
金
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。
ま
た
、年
金
相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
町
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
０
６
０

平成２８年度自衛官等募集案内
募集

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生

（任期制）

男子 18 歳以上 27 歳未満の者
年間を通じて実施中

（8 月 1 日～ 9 月 6 日）
受付時に連絡

（9 月 16 日以降予定）

女子 18 歳以上 27 歳未満の者 8 月 1 日～ 9 月 8 日
9 月 23 日～ 27 日
　※いづれか指定する 1 日

一般曹候補生
（曹となる自衛官を養成）

18 歳以上 27 歳未満の者 8 月 1 日～ 9 月 8 日
1 次：9 月 16・17 日
　※いづれか指定する 1 日
2 次：10 月 6 日～ 12 日

航空学生
（海・空のパイロット等を養成）

高卒（見込含）21 歳未満の者 8 月 1 日～ 9 月 8 日
1 次：9 月 22 日
2 次：10 月 15 日～ 20 日
3 次：11 月 12 日～ 12 月 15 日

防衛大学校学生

（幹部自衛官を養成）

推薦
高卒（見込含）21 歳未満の者

（学校長が推薦できる者）
9 月 5 日～ 9 月 8 日 9 月 24 日・25 日

総合選抜 高卒（見込含）21 歳未満の者 9 月 5 日～ 9 月 8 日
1 次：9 月 24 日
2 次：10 月 29 日・30 日

一般（前期） 高卒（見込含）21 歳未満の者 9 月 5 日～ 9 月 30 日
1 次：11 月 5 日・6 日
2 次：12 月 6 日～ 10 日

一般（後期） 高卒（見込含）21 歳未満の者 平成 29 年 1 月 21 日～ 27 日
1 次：平成 29 年 2 月 18 日
2 次：平成 29 年 3 月 10 日

防衛医科大学校医学科学生 高卒（見込含）21 歳未満の者 9 月 5 日～ 9 月 30 日
1 次：10 月 29 日・30 日
2 次：12 月 14 日～ 16 日

防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官コース）

高卒（見込含）21 歳未満の者 9 月 5 日～ 9 月 30 日
1 次：10 月 15 日
2 次：11 月 26 日・27 日

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 10 月 1 日～ 10 月 31 日 11 月 25 日

陸上自衛官（看護）
看護免許を有し、看護師・助産

師免許を有する 36 歳未満の者
9 月 1 日～ 9 月 30 日 11 月 26 日

【お問い合わせ】自衛隊鹿児島地方協力本部奄美大島駐在員事務所

奄美市名瀬永田町１７－３　大島支庁別館３階　電話 ０９９７ ‐ ５３ ‐ ９１０３
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浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
へ

　
　
　
　
浄
化
槽
定
期
検
査
受
験
の
お
願
い

浄化槽１
．
浄
化
槽
と
設
置
者
の
義
務
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
は
、
私
た
ち
の
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水

を
浄
化
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
流
す
こ
と
が
で
き
る

装
置
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
業
者
に
委
託
し
て
行
う
「
保
守
点
検
」

と
「
清
掃
」
を
き
ち
ん
と
行
い
、
水
質
に
関
す
る
「
法

定
検
査
」

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
法
定
検
査
と
は
？

　

浄
化
槽
管
理
者
（
浄
化
槽
の
所
有
者
等
）
は
、
浄
化

槽
の
適
正
な
設
置
と
維
持
管
理
を
確
認
す
る
た
め
に
、

県
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る
（
公
財
）
鹿
児

島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
法
に
定
め
ら
れ
た

検
査
と
い
う
こ
と
か
ら
「
法
定
検
査
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
法
定
検
査
に
は
、２
種
類
の
検
査
が
あ
り
ま
す
。

①
７
条
検
査
：
浄
化
槽
を
使
い
始
め
て
か
ら
4
ヶ
月
目

か
ら
8
ヶ
月
目
ま
で
の
間
に
行
う
最
初
の
検
査
。

②
11
条
検
査
：
年
１
回
受
け
る
検
査
。
定
期
検
査
と
も

い
い
ま
す
。

３
．
定
期
検
査
（
11
条
検
査
）
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
の
機
能
と
維
持
管
理
状
況
（
使
用
・
保
守
点

検
・
清
掃
）
に
問
題
が
な
い
か
検
査
し
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
か
ら
放
流
さ
れ
る
水
が
基
準

以
下
の
き
れ
い
な
水
に
な
っ
て
い
る
か
、
詳
し

い
水
質
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

不
適
事
項
が
あ
れ
ば
、
行
政
及
び
関
係
者
が

状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
早
期
に
是
正
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

４
．
定
期
検
査
の
検
査
料
金
に
つ
い
て

　

検
査
の
対
象
と
な
っ
た
浄
化
槽
は
、
事
前
に

（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
か
ら

検
査
日
程
を
お
知
ら
せ
す
る
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。

　

左
記
の
検
査
料
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
受
検
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
ト
レ
イ
ル
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
奄
美
の
世
界
自
然
遺
産
登
録

を
契
機
と
し
て
、
鹿
児
島
県
と
奄
美
群
島

12
市
町
村
で
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
奄

美
群
島
世
界
自
然
遺
産
ト
レ
イ
ル
（
仮
称
）」

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

世
界
自
然
遺
産
ト
レ
イ
ル
と
は

　

ト
レ
イ
ル
と
は
、
森
林
や
原
野
、
そ
し

て
里
山
な
ど
を
「
歩
く
た
め
の
道
」
の
こ
と
で
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目

指
す
奄
美
群
島
す
べ
て
の
市
町
村
に
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
や
人
々
の
暮
ら
し
、
そ
し
て
そ
こ
に
住
む
人
々
に

歩
い
て
ふ
れ
あ
う
道
の
こ
と
で
す
。

　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
遺
産
地
域
だ
け
で
は
な
い
、
奄
美
群
島
全
体
の
魅
力
の

伝
達
、「
里
の
エ
コ
ツ
ア
ー
」
や
「
集
落
歩
き
」、
民
泊
等
と
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
滞
在
型
観
光
の
推
進
、
ま
た
、
島
外
か
ら
の
来
訪
者
だ
け
で
は
な
く
、

来
訪
者
を
迎
え
る
地
域
の
方
々
に
対
し
て
も
、
多
面
的
な
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

奄
美
大
島
本
島
側
だ
け
で
は
な
く
、
有
人
離
島
３
島
を
抱
え
る
本
町
と
し

て
は
、
町
内
の
定
期
航
路
を
奄
美
群
島
南
部
の
島
々
へ
つ
な
が
る
路
線
と
し

て
と
ら
え
て
、
コ
ー
ス
の
選
定
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
地
元
の
方
々
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
住
用
町
、
伊
仙
町
、
沖
永
良
部
（
知
名
町
・
和
泊
町
）
の
３
コ
ー
ス

を
選
定
し
て
、
実
際
に
現
地
を
歩
き
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

も
ら
う
勉
強
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
奄
美
・
琉
球
」
を
世
界
自
然
遺
産
へ

世界

集落の小道も立派なコース（須子茂）

Vol 19

■お問い合わせ
（公財）鹿児島県環境検査センター☎ 099 ‐ 296 ‐ 9000
公式 HP　http://www.kagoshimakensa.or.jp
町民生活課生活環境係☎０９９７ ‐ 72 ‐ 1060

浄化槽の種類 料金
単独処理浄化槽 4,000 円
合併処理浄化槽 6,000 円

■料金表
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町内への企業立地を応援します！

起業家を支援します！

企業

起業

　町内で新たに新設・増設する企業を応援します！水産養殖業、製造業、情報通信業、コールセンター業、
試験研究業務及び町長が特に必要と認める業務を行う者に最大で 2,645 万円を支援します！

町内で新たに創業する起業家に対し、起業に必要な事業経費の一部を補助します。
さらに若者 (35 歳未満 ) を雇用した場合には手厚く支援 !!　最大で 110 万円を支援します！

２, ６４５万円

１１０万円

助成金・奨励金の限度額

■用地取得　1,000 万円

■施設設置　1,000 万円

■新規雇用　　  45 万円

■緑化整備　　100 万円

補助限度額：50 万円
（補助対象経費の 1/2 まで）

情報通信業・コールセンター業の場合

助成金の限度額

■事業所賃借料　

■通信回線使用料　　　

■新規雇用者の研修助成

合わせて 500 万円 (3 年間合計 1,500 万円 )

若者雇用加算：20 万円
（最高３名まで）

+

+

＝

＝

■必要事項
①用地取得後２年以内の操業開始
②設備投資額 2,000 万円以上
③新規地元雇用者数が操業開始後１年以内に３人以上
④町との立地協定
⑤法律その他関係法令等に違反していないこと

■必要事項
①町内で新たに創業する起業家
②町税等を滞納していないこと
③新規雇用者数が 1 人以上 ( 雇用保険加入 )

補助対象経費 

(1) 店舗，工場等の建設費，取得費及び改修費

(2) 店舗，駐車場等の賃借料（最高６か月分）

(3) 広告宣伝費（ホームページ作成費含む。）

(4) 起業に必要な設備費等

(5) 新規雇用者の賃金

（新規雇用者数に年額１０万円を乗じた額）（最高３名分）

(6) その他町長が認め起業に必要な経費

■お問い合わせ
企画課　産業立地対策室
☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１１２

■お問い合わせ
企画課　産業立地対策室
☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１１２

　

定
住
促
進
住
宅
用
の
空
き
家
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

■
事
業
内
容
に
つ
い
て

①
所
有
者
か
ら
瀬
戸
内
町
が
空
き
家

を
12
年
間
無
償
に
て
借
り
受
け
る
。

②
12
年
間
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
町
が
負
担
す
る
。

③
空
き
家
を
改
修
し
、「
定
住
促
進

住
宅
」
と
し
て
、
町
が
移
住
者
限
定

に
12
年
間
貸
し
出
し
す
る
。

④
空
き
家
の
改
修
費
用
に
つ
い
て

は
、
町
が
負
担
す
る
。

⑤
12
年
経
過
後
は
、
所
有
者
の
希
望

に
よ
り
空
き
家
を
引
き
渡
す
か
、
延

長
す
る
か
選
択
す
る
。

■
募
集
期
間

８
月
1
日
か
ら
8
月
31
日

■
応
募
に
つ
い
て

　

詳
し
い
応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、

企
画
課
企
画
振
興
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
振
興
係

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
１
１
２

定
住
促
進
住
宅
用
の

　
　
　
空
き
家
を
募
集

空き家
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農
地
を
農
地
以
外
に
す
る
こ
と
を
「
農
地

転
用
」
と
い
い
、
農
地
を
転
用
す
る
場
合
は

農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
。

※
農
地
以
外
の
例
…
住
宅
・
工
場
等
の
建
物

敷
地
、
資
材
置
場
、
駐
車
場
、
道
路
、
水
路
、

山
林

※
ご
自
分
が
所
有
・
管
理
し
て
い
る
農
地
で

も
農
地
転
用
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
許
可
制
度
は
、
食
料
の
安
定
供
給
の

基
盤
で
あ
る
優
良
農
地
の
確
保
と
農
業
以
外

の
土
地
利
用
と
の
調
整
を
図
り
、
農
地
転
用

を
農
業
上
の
利
用
に
支
障
が
少
な
い
農
地
に

誘
導
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
を
し
た
り
、
許

可
を
受
け
た
と
お
り
に
転
用
を
し
な
か
っ
た

場
合
は
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
等
の
命

令
、罰
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
の
農
地
及
び
農
地
転
用
に
関
す
る
手

続
き
・
違
反
転
用
の
通
報
な
ど
に
関
し
て
、

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会

　
　

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
１
１
９

農
地
を
転
用
す
る
と
き
は
、

農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す

農地

　瀬戸内町では、次世代の育成支援として、お母さんと赤ちゃんの健康と健やかな成長を願い、妊娠中に定期
的に行われる「妊婦健康診査」受診時の交通費等を助成します。
■対象者　
　瀬戸内町に住民登録されている方で、町内から奄美市の医療機関で妊婦健康診査を受けられた方。
■助成内容・助成額
　（1）妊婦健康診査を受診する際の交通費
　　１回の妊婦健康診査につき、２, ０００円（14 回を限度とする）
　（2）妊婦健康診査を受診する際の宿泊費
　　１泊 3,000 円（5 泊を限度とする）
■申請時期
　・子どもさんの出生届けを提出される時等
　・妊娠中に瀬戸内町から転出し、住所を変更する時
　・死産等により妊娠の状態でなくなった時
■助成適応年月日
　平成 28 年 4 月 1 日より適用
　※対象者の方に申請方法をご案内いたします。ご不明な点がありましたらご連絡ください。
■お問い合わせ　保健福祉課保健予防係☎０９９７ ‐ ７２ ‐ １１２２（直通）

妊婦健康診査交通費等助成のお知らせ
助成

　

奄
美
の
豊
か
な
海
と
美
し
い
自
然
を
守

る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
「
赤
土
等
を

流
さ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
赤
土

等
の
土
砂
流
出
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
農
地
で
の
対
策

　

裸
地
期
間
や
裸
地
面
積
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
緑
肥
作
物
や
飼
料
作

物
の
栽
培
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
地
に
応

じ
た
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
工
事
現
場
で
の
対
策

　

施
工
中
は
、
以
下
の
こ
と
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

・
沈
砂
地
の
土
砂
が
溜
ま
っ
た
ら
、
早
め

の
除
去
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
施
工
区
域
の
周
辺
部
を
土
の
う
や
柵
等

で
囲
い
、
流
出
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
切
土
や
盛
土
の
法
面
は
、植
生
や
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
で
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

・
土
砂
を
運
搬
す
る
と
き
は
、
道
路
や
集

落
内
に
土
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
　

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
０
６
０

赤
土
等
の
土
砂
流
出
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

土砂
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瀬
戸
内
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
30
条
の
規
定
に
基
づ
き
毎

年
１
回
、
町
内
の
農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
瀬
戸
内
町
全
域
の
農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
左
記
の

要
領
に
よ
り
調
査
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
実
施
時
期
・
方
法

平
成
28
年
８
月
・
９
月
・
10
月

・
町
内
を
５
地
区
に
分
け
て
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

・
詳
細(

日
時
等)

に
つ
い
て
は
、
各
嘱
託
員
へ
ご
連
絡
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
西
方
地
区
○
東
方
・
山
郷
地
区
○
請
・
与
路
地
区

○
鎮
西
地
区
○
実
久
地
区

■
実
施
内
容

・
遊
休
農
地
や
違
反
転
用
の
把
握
・
・
・
字
図
、
農
地
台
帳
等
に
よ
り

確
認
し
、
現
況
に
つ
い
て
地
区
の
現
地
調
査
や
聞
き
取
り
調
査

・
そ
の
他
営
農
状
況
の
把
握
・
・
・
現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
課
題
に

つ
い
て
聞
き
取
り
調
査

※
遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対
す
る
指
導
、
通
知
、
公
告
、
勧
告
ま
で
の

手
続
き
は
農
業
委
員
会
が
一
貫
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
１
１
９

平
成
28
年
度 

農
地
の
利
用
状
況
調
査
実
施
に
つ
い
て

農地

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩

恵
が
及
び
に
く
い
高
齢
者
の
方
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
瀬
戸
内
町
に
住
所
の
あ
る
方

②
平
成
29
年
4
月
1
日
ま
で
に
65
歳
以
上
に
な
る
方

③
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

（
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
や
生
活
保
護
受
給
者
は

の
ぞ
き
ま
す
）

■
金
額　

1
人
に
つ
き　

三
万
円

■
受
付
期
間

平
成
28
年
６
月
１
日
（
水
）
～
平
成
28
年
８
月
31
日
（
水
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

 

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
９
７
‐
7
2
‐
１
０
６
８

※
対
象
者
に
は
、
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
と
祭
り
協
賛
会
で
は
、
花
火
会
場

に
て
結
婚
・
誕
生
・
還
暦
・
新
築
・
プ
ロ

ポ
ー
ズ
・
愛
の
告
白
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
放
送
し
た
後
、
花
火
を
打
ち
上
げ
る
メ

モ
リ
ア
ル
花
火
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

８
月
10
日（
水
）ま
で
に
申
込
書
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
1
0
0
文
字
以
内
）
お
名
前
等

を
記
入
の
上
、
打
ち
上
げ
料
金
と
一
緒
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
み
な
と
祭
り
協
賛
会
事

務
局
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
瀬
戸
内
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

瀬
戸
内
町
み
な
と
祭
り
協
賛
会
事
務
局

　
　

役
場
２
階
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　

担
当　

西
田
・
武
本

　
　
　

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
１
１
５

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
申
請
の

お
知
ら
せ
（
高
齢
者
向
け
給
付
金
）

大
切
な
思
い
出
に

　
　
メ
モ
リ
ア
ル
花
火
を
！

福祉

募集
８月２１日（日）

２０時３０～２１時３０分

花火大会開催！
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児童扶養手当
の月額

（平成 年８月から）

詳しくは、お住まいの市区町村へお問い合わせください。
（お問い合わせ先）

▶物価スライド制とは、物の価格の上がり下がりを表した「全国消費者物価指数」に合わせて、
支給する額を変える仕組みです。子どもが１人の場合の手当額には、すでにこの物価スライド
制を導入していますが、子どもが２人以上の場合の加算額にも平成 年４月から導入します。

平成 年８月分から加算額が増額されますが、平成 年 月から同年 月分
は、４か月分の児童扶養手当の支給月である平成 年 月に支払われます。増額の支払月

▶ひとり親のご家庭は、子育てと生計を１人で担わなければならず、生活上のさまざまな困難を
抱えています。特に子どもが２人以上いるひとり親のご家庭は、より経済的に厳しい状況にあ
るため、第２子の加算額と第３子以降の加算額を増額することにしました。

▶また、今回は特に経済的に厳しい状況にあるひとり親のご家庭に重点を置いた改善を目的とし
ているため、それぞれのご家庭の所得に応じて加算額が決定されます。

【 第２子 】月額５千円 → 最大で月額１万円に
【第３子以降】月額３千円 → 最大で月額６千円に

 

平成 年８月１日から「児童扶養手当法」の一部が改正され、
児童扶養手当の第２子の加算額および第３子以降の加算額が変更されます。

加算額が、増額されます。
平成 年８月から

物価の上下に合わせて支給額が変わる
「物価スライド制」を、児童扶養手当
の加算額にも導入します。

物価スライド制を導入します。
平成 年４月から 

「児童扶養手当」の加算額が変わります

加算額の増額の目的と内容（平成 年８月から）

子どもが１人の場合 全部支給： 円
一部支給： 円～ 円（所得に応じて決定されます）

子ども２人目の加算額
定額 円 →   全部支給： 円

一部支給： 円～ 円（所得に応じて決定されます）
子ども３人目以降の加算額（１人につき）

定額 円 → 全部支給： 円
一部支給： 円～ 円（所得に応じて決定されます） 

物価スライド制の導入（平成 年４月から）

ひとり親のご家庭へ、大切なお知らせ 修正案（溶け込み）

■お問い合わせ　町民生活課　児童母子係　☎０９９７ ‐ 72 ‐ 1060
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鹿
児
島
離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
と
航
空
運
賃
と
船
運
賃

が
割
引
さ
れ
ま
す
。	

■
発
行
対
象
者	

　

瀬
戸
内
町
に
住
民
票
の
あ
る
方

■
対
象
路
線
（
航
路
・
航
空
路
線
）	

　

①
鹿
児
島
～
奄
美
群
島
間
路
線

　

②
奄
美
群
島
間
路
線

■
利
用
条
件	

　

航
空
券
ま
た
は
乗
船
券
を
購
入
す
る
際
に
、
割
引
カ
ー
ド
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　

搭
乗
・
乗
船
の
際
は
必
ず
割
引
カ
ー
ド
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

■
割
引
率
に
つ
い
て	

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
航
空
会
社
や
船
会
社
旅
行
代
理
店
な
ど
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

①
写
真
（
上
半
身
縦
3
ｃ
ｍ
×
横
2.5
ｃ
ｍ
）

　

②
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）

　
※
代
理
の
方
で
も
申
請
で
き
ま
す

■
有
効
期
限
　
発
行
の
日
か
ら
3
年
間

■
手
数
料
　
無
料

■
受
付
及
び
発
行
窓
口
　

　
　
　
　
　

企
画
課
企
画
振
興
係
☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
１
１
２

　

税
金
や
使
用
料
を
始
め
と
す
る
本
町
の
自
主
財
源

は
、
近
年
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

水
道
課
で
は
今
後
、
水
道
使
用
料
を
３
ヶ
月
以
上

滞
納
す
る
方
に
対
し
、
催
告
書
を
送
付
し
て
、
水
道

使
用
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
催
告
書
を
送

付
し
て
も
納
付
さ
れ
な
い
方
に
対
し
て
は
、
給
水
停

止
を
実
施
し
ま
す
。

　

滞
納
金
の
あ
る
方
は
分
割
納
付
も
可
能
で
す
の

で
、
水
道
課
窓
口
に
て
相
談
さ
れ
、
水
道
料
金
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
皆
様
の
水
道
料
金
で
運
営
し
て
い

ま
す
の
で
、
健
全
な
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
農
業
集
落
下
水
道
に
つ
い
て
も
考
え
方
は
同
じ
で

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

水
道
課
☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
１
０
５
７

鹿
児
島
離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド
の
お
知
ら
せ

水
道
課
よ
り
予
告

　
　
　
給
水
停
止
実
施
の
お
知
ら
せ

助成

水道

　

県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調

月
間
」
と
定
め
、
こ
の
期
間
中
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
に
よ
る
啓
発
放
送
や
新
聞
広
告
な
ど
、
様
々
な

人
権
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
，
子

ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
女
性
、
障
害
者
等
へ

の
差
別
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存

在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

県
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
意
識

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近
な
こ
と
か
ら
人

権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　
　
　
　
　
　

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
７
４

８
月
は
人
権
同
和
問
題

　
　
　
　
　
啓
発
強
調
月
間
で
す

人権

未
来
あ
る
子
と
孫
に
残
す
な
借
金
を
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平成 年 月発行 

 
発行／鹿児島県瀬戸内町議会 編集／議会報編集委員会 〒 鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津 番地 

 
 

 

第５９回奄美群島市町村議会議員大会が、５月１９日（木）に喜界町にて開催されました。

大島郡町村議会議長会長として挨拶を行なう本町の安 和弘議長（写真左下）

大島本島南部３か町村（大和村、宇検村、瀬戸内町）提出の「国道５８号勝浦～阿木名間トンネ

ルの早期実現について」提案理由説明を行う本町の向野 忍総務経済常任委員長（写真右下）
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第
２
回
定
例
会
で
は
、
６
名

の
議
員
が
町
政
全
般
に
亘
り
、

質
問
・
提
言
等
を
行
な
い
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。
一
部
を
要

約
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、

記
事
に
関
し
て
は
、
質
問
議
員

の
責
任
に
お
い
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
一
般
質
問
の
詳
細
に

つ
い
て
は
町
立
図
書
館
に
て

「
会
議
録
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

議
員

町
職
員
の
採
用
基

準
に
つ
い
て

平
成
２７
年
度
瀬
戸
内
町
職
員

採
用
試
験
の
年
齢
上
限
は
３０
歳

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

採
用
後
の
実
務
能
力
の
伸
び

は
個
人
の
資
質
や
努
力
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き
く
、
行
政
能
力
向

上
の
た
め
に
は
様
々
な
経
験
や

専
門
知
識
の
あ
る
多
様
な
人
材

確
保
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。職

員
採
用
試
験
の
年
齢
制
限

を
緩
和
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

い
ま
す
。

町
長

平
成
２８
年
度
職
員
採
用

試
験
募
集
要
項
の
受
験
資
格
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
考
え
方
で

は
「
昭
和
６１
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
１１
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
」
と
な
り
ま
す
が
、

多
種
・
多
様
な
人
材
を
確
保
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
受
験
資

格
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
行
政

組
織
の
能
力
向
上
の
た
め
に
も
、

一
考
す
る
べ
き
事
案
と
し
て
受

け
と
め
、
他
市
町
村
も
調
査
の

上
、
対
応
を
と
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員

海
岸
保
全
対
策
に

つ
い
て

１
．
本
町
全
域
の
海
岸
・
河
口
周

辺
の
土
砂
堆
積
除
去
対
策
に
つ

い
て
。

２
．
嘉
徳
集
落
の
海
岸
浸
食
防
止

を
図
る
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

町
長

１
．
本
町
全
域
の
海

岸
・
河
口
周
辺
の
土
砂
堆
積
除

去
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
緊

急
性
・
危
険
性
を
優
先
し
、
重

機
借
上
げ
等
の
外
注
及
び
、
直

営
作
業
に
よ
り
対
処
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

２
．
嘉
徳
集
落
の
海
岸
浸
食
防

止
を
図
る
整
備
計
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
が
国
と
協
議
を
進

め
、
本
年
度
、
海
岸
浸
食
対
策

事
業
と
し
て
国
か
ら
内
示
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で

町
と
し
て
も
、
早
急
な
事
業
着

手
に
向
け
て
努
力
す
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。

議
員

防
災
対
策
に
つ
い

て１
．
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や
南

海
ト
ラ
フ
地
震
・
奄
美
大
島
太
平

洋
沖
地
震
等
の
大
規
模
災
害
を

想
定
し
た
防
災
計
画
と
、
熊
本
地

震
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て
。

２
．
防
災
拠
点
施
設
建
設
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

町
長

１
．
本
町
の
地
域
防
災

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

２６
年
度
に
災
害
基
本
対
策
法
並

び
に
県
地
域
防
災
計
画
の
改
定

等
と
の
整
合
性
を
図
り
、
新
た

に
地
震
・
津
波
災
害
対
策
編
の

項
目
を
追
加
し
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
各

種
計
画
や
奄
美
群
島
太
平
洋
沖

地
震
等
を
想
定
し
た
計
画
を
盛

り
込
む
抜
本
的
な
見
直
し
を
行

い
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
を
踏
ま
え
た
防
災
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、「
国
の
防

災
計
画
や
県
の
防
災
計
画
」
の

改
定
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
「
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
平
成
２８
年
度
か
ら
の
新
規

事
業
と
し
て
国
に
要
望
し
て
お

り
ま
し
た
公
民
館
の
機
能
を
持

っ
た
「
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月

に
国
・
県
に
交
付
申
請
書
を
提

出
し
、
５
月
２５
日
付
け
で
交
付

決
定
通
知
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
内
に
実
施
設
計
を
行
い
、

３０
年
度
内
の
施
設
完
成
を
目
指

し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

議
員

加
計
呂
麻
島
生
間

港
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て

加
計
呂
麻
島
へ
の
入
込
客
の

増
加
に
よ
り
生
間
港
は
、
町
営
フ

ェ
リ
ー
の
出
入
港
時
に
は
混
雑

す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

利
用
客
の
安
全
と
観
光
振
興

を
図
る
上
で
も
、
駐
車
場
の
増
設

や
車
両
待
機
所
な
ど
利
便
性
に

配
慮
し
た
周
辺
整
備
が
必
要
で

す
。
整
備
計
画
を
検
討
す
る
考
え

義岡幸三議員 

 

諸
鈍
地
区
に
離
島
住
民
生

活
セ
ン
タ
ー
建
設

特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し

推
進
事
業
費
（
加
計
呂
麻
島
、

請
島
、
与
路
島
の
３
島
が
対
象
）

と
し
て
、
２
億
１
０
９
１
万
３

千
円
。 

主
な
特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お

こ
し
推
進
事
業
の
内
容
は
、
諸

鈍
地
区
に
離
島
住
民
生
活
セ
ン

タ
ー
整
備
費
と
し
て
７
１
１
２

万
１
千
円
、
農
道
整
備
（
池
地
、

請
阿
室
、
諸
鈍
、
花
富
、
勝
能
、

秋
徳
地
区
）
４
７
３
０
万
円
、

農
業
用
機
械
購
入
と
し
て
（
請

阿
室
地
区
に
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ロ

ー
タ
リ
ー
）
６
８
８
万
円
、（
加

計
呂
麻
地
区
に
ミ
ニ
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
等
）
５
９
４
万
円
、（
勢
里

地
区
に
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
）
３

１
５
万
３
千
円
、
車
両
購
入
（
瀬

相
直
売
所
用
）
１
７
６
万
２
千

円
、
漁
場
造
成
と
し
て
中
層
浮

魚
礁
２
基
（
請
島
近
海
）
３
８

８
万
７
千
円
、
観
光
物
産
宣
伝

対
策
１
０
０
０
万
円
、
人
材
育

成
費
４
６
２
万
円
、
定
住
促
進

対
策
と
し
て
２
０
０
万
円
、
環

境
保
全
対
策
と
し
て
デ
イ
ゴ
害

虫
駆
除
３
６
９
万
円
、
公
共
用

観
光
施
設
整
備
と
し
て
集
落
案

内
板
設
置
６
７
１
万
円
、
道
路

環
境
整
備
（
生
間
、
徳
浜
、
呑

之
浦
、
池
地
、
木
慈
、
嘉
入
、

芝
、
於
斉
、
瀬
相
、
勢
里
地
区
）

２
０
５
０
万
円
、
港
湾
施
設
整

備
（
瀬
相
港
）
２
１
５
０
万
円

な
ど
で
す
。 

ま
た
、
企
業
誘
致
・
雇
用
創

出
促
進
と
し
て
誘
致
企
業
デ
ー

タ
抽
出
委
託
１
５
０
万
円
、
過

疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進
事

業
交
付
金
１
０
０
０
万
円
、
地

域
型
保
育
給
付
費
と
し
て
１
２

４
８
万
７
千
円
、
加
計
呂
麻
島

展
示
・
体
験
交
流
館
等
見
直
し

支
援
委
託
料
２
０
０
万
円
、
役

場
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
再
構

築
等
経
費
２
１
７
０
万
円
、
特

殊
病
害
虫
対
策
事
業
費
と
し
て

４
８
１
５
万
７
千
円
、
西
古
見

地
区
に
朝
虎
松
記
念
碑
整
備
と

し
て
８
０
０
万
円
、
マ
グ
ロ
消

費
促
進
事
業
補
助
金
と
し
て
１

０
８
万
円
な
ど
。

総
額
３
億
１
２
０
６
万
１
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。 

子
育
て
支
援
対
策
の
一
環

と
し
て
旧
社
会
福
祉
協
議

会
跡
地
（
役
場
隣
り
）
に
設

置
子
育
て
支
援
対
策
の
一
環
と

し
て
、
母
子
健
康
衛
生
の
向
上

促
進
を
図
る
た
め
、
旧
社
会
福

祉
協
議
会
跡
地
に
設
置
す
る
も

の
で
、
主
な
事
業
内
容
は
、

①
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
の
保
健

指
導
に
関
す
る
事
業

②
そ
の
他
母
子
保
健
衛
生
の
向

上
に
関
す
る
事
業

③
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

な
ど
で
す
。

町
へ
き
地
診
療
所
に
配
置
さ

れ
て
い
る

線
撮
影
装
置
の
老

朽
化
に
伴
い
、
新
規
に
購
入
す

る
も
の
で
、
株
式
会
社
横
尾
器

械
（
鹿
児
島
市
）
と
２
１
０
６

万
円
で
契
約
し
ま
し
た
。

第２回（６月）定例会では、補正予算議案６件、条例議案１件、契約議案１件、専決議案

２件、同意議案１件、その他議案２件の計１３件の議案を審議し、それぞれ可決しました。

主な議案の要旨は次のとおりです。

す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ

ー
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

一
般
会
計
補
正
予
算

第
１
号

町
へ
き
地
診
療
所

一
般

線
撮
影
装
置

物
品
売
買
契
約

固
定
資
産
評
価
員
に

加
藤

和
正
氏

（
５６
歳

古
仁
屋
）
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第
２
回
定
例
会
で
は
、
６
名

の
議
員
が
町
政
全
般
に
亘
り
、

質
問
・
提
言
等
を
行
な
い
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。
一
部
を
要

約
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
が
、

記
事
に
関
し
て
は
、
質
問
議
員

の
責
任
に
お
い
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
一
般
質
問
の
詳
細
に

つ
い
て
は
町
立
図
書
館
に
て

「
会
議
録
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

議
員

町
職
員
の
採
用
基

準
に
つ
い
て

平
成
２７
年
度
瀬
戸
内
町
職
員

採
用
試
験
の
年
齢
上
限
は
３０
歳

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

採
用
後
の
実
務
能
力
の
伸
び

は
個
人
の
資
質
や
努
力
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き
く
、
行
政
能
力
向

上
の
た
め
に
は
様
々
な
経
験
や

専
門
知
識
の
あ
る
多
様
な
人
材

確
保
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。職

員
採
用
試
験
の
年
齢
制
限

を
緩
和
す
る
考
え
は
な
い
か
伺

い
ま
す
。

町
長

平
成
２８
年
度
職
員
採
用

試
験
募
集
要
項
の
受
験
資
格
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
考
え
方
で

は
「
昭
和
６１
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
１１
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
」
と
な
り
ま
す
が
、

多
種
・
多
様
な
人
材
を
確
保
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
受
験
資

格
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
行
政

組
織
の
能
力
向
上
の
た
め
に
も
、

一
考
す
る
べ
き
事
案
と
し
て
受

け
と
め
、
他
市
町
村
も
調
査
の

上
、
対
応
を
と
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員

海
岸
保
全
対
策
に

つ
い
て

１
．
本
町
全
域
の
海
岸
・
河
口
周

辺
の
土
砂
堆
積
除
去
対
策
に
つ

い
て
。

２
．
嘉
徳
集
落
の
海
岸
浸
食
防
止

を
図
る
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

町
長

１
．
本
町
全
域
の
海

岸
・
河
口
周
辺
の
土
砂
堆
積
除

去
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
緊

急
性
・
危
険
性
を
優
先
し
、
重

機
借
上
げ
等
の
外
注
及
び
、
直

営
作
業
に
よ
り
対
処
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

２
．
嘉
徳
集
落
の
海
岸
浸
食
防

止
を
図
る
整
備
計
画
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
が
国
と
協
議
を
進

め
、
本
年
度
、
海
岸
浸
食
対
策

事
業
と
し
て
国
か
ら
内
示
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で

町
と
し
て
も
、
早
急
な
事
業
着

手
に
向
け
て
努
力
す
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。

議
員

防
災
対
策
に
つ
い

て１
．
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や
南

海
ト
ラ
フ
地
震
・
奄
美
大
島
太
平

洋
沖
地
震
等
の
大
規
模
災
害
を

想
定
し
た
防
災
計
画
と
、
熊
本
地

震
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て
。

２
．
防
災
拠
点
施
設
建
設
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

町
長

１
．
本
町
の
地
域
防
災

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

２６
年
度
に
災
害
基
本
対
策
法
並

び
に
県
地
域
防
災
計
画
の
改
定

等
と
の
整
合
性
を
図
り
、
新
た

に
地
震
・
津
波
災
害
対
策
編
の

項
目
を
追
加
し
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
各

種
計
画
や
奄
美
群
島
太
平
洋
沖

地
震
等
を
想
定
し
た
計
画
を
盛

り
込
む
抜
本
的
な
見
直
し
を
行

い
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
４
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
を
踏
ま
え
た
防
災
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、「
国
の
防

災
計
画
や
県
の
防
災
計
画
」
の

改
定
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
「
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
平
成
２８
年
度
か
ら
の
新
規

事
業
と
し
て
国
に
要
望
し
て
お

り
ま
し
た
公
民
館
の
機
能
を
持

っ
た
「
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月

に
国
・
県
に
交
付
申
請
書
を
提

出
し
、
５
月
２５
日
付
け
で
交
付

決
定
通
知
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
内
に
実
施
設
計
を
行
い
、

３０
年
度
内
の
施
設
完
成
を
目
指

し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。

議
員

加
計
呂
麻
島
生
間

港
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て

加
計
呂
麻
島
へ
の
入
込
客
の

増
加
に
よ
り
生
間
港
は
、
町
営
フ

ェ
リ
ー
の
出
入
港
時
に
は
混
雑

す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

利
用
客
の
安
全
と
観
光
振
興

を
図
る
上
で
も
、
駐
車
場
の
増
設

や
車
両
待
機
所
な
ど
利
便
性
に

配
慮
し
た
周
辺
整
備
が
必
要
で

す
。
整
備
計
画
を
検
討
す
る
考
え

義岡幸三議員 
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示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
本

町
の
看
護
職
の
要
件
に
て
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

『
与
路
島
の
看
護
師
を
募
集
し

ま
す
』
と
出
て
い
た
が
、
そ
の
文

書
は
事
務
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
、
何
と
し
て
も
来
て
ほ
し

い
、
と
い
う
熱
意
が
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。

以
前
、
奄
美
新
聞
は
東
京
近
辺

か
ら
若
者
を
雇
用
す
る
た
め
に
、

『
南
の
島
で
、
新
聞
記
者
を
し
ま

せ
ん
か
？
』
と
い
う
広
告
を
雑
誌

に
出
し
て
、
次
々
と
青
年
男
女
を

雇
い
入
れ
て
い
た
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。

『
南
の
海
の
、
美
し
い
自
然
に

囲
ま
れ
た
島
で
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
と
共
に
、
医
療
活
動
に
従
事

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
』
と
い
う
よ

う
な
誘
い
文
句
を
並
べ
て
、
積
極

的
に
募
集
を
す
れ
ば
、
関
心
を
持

つ
人
々
も
出
て
く
る
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

本
町
に
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
と
し
て
、

定
住
し
て
い
る
人
々
が
大
勢
い

る
。
こ
の
人
た
ち
は
、
自
分
か
ら

進
ん
で
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
生

活
を
求
め
て
や
っ
て
き
て
い
る

人
々
だ
か
ら
、
看
護
師
と
し
て
与

路
島
に
住
ん
で
、
島
の
人
々
の
役

に
立
ち
た
い
と
考
え
る
人
は
、
世

の
中
に
は
結
構
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
。
３
年
間
募
集
し
て
、

未
だ
実
現
し
な
い
と
い
う
が
、
募

集
の
方
法
を
も
っ
と
工
夫
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
と
ど
ま
ら
ず
、

全
国
の
郷
土
関
係
者
も
含
め
て
、

広
く
広
報
を
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

議
員

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ

ま
に
つ
い
て 

瀬
相
と
生
間
の
フ
ェ
リ
ー
待

合
所
の
管
理
人
は
、
現
在
ま
で
に

何
人
の
管
理
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何

年
ず
つ
勤
務
し
た
の
か
。

町
長

生
間
の
管
理
人
は
現
在

ま
で
に
６
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
７

年
５
ヶ
月
、
５
年
、
６
年
、
１

年
、
２
年
で
、
今
年
度
は
、
新

規
の
方
が
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

瀬
相
の
管
理
人
は
、
現
在
ま

で
に
３
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
５
年

４
ヶ
月
、
９
年
、
２３
年
（
継
続

中
）
と
管
理
し
て
い
ま
す
。

議
員

瀬
相
待
合
所
の
管
理
人

は
、
２３
年
と
い
う
長
期
に
わ
た

っ
て
管
理
を
継
続
し
て
い
る
と

い
う
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

商
工
観
光
課
長

応
募
に
は
６５

歳
未
満
、
加
計
呂
麻
島
在
住
と

い
う
条
件
を
つ
け
て
い
る
の
で

す
が
、
ほ
か
に
応
募
者
が
い
な

い
か
ら
で
す
。

議
員

応
募
者
が
い
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
加
計
呂
麻
島
に
こ
だ
わ

る
こ
と
な
く
、
町
内
全
体
に
公
募

を
広
げ
れ
ば
い
い
こ
と
で
は
な

い
か
。
そ
れ
と
、
委
託
期
間
に
は

１０
年
と
か
の
上
限
を
設
け
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

商
工
観
光
課
長

上
司
と
協
議

し
て
み
ま
す
。

議
員

町
政
の
進
め
方
に

つ
い
て 

自
衛
隊
誘
致
に
伴
う
国
か
ら

の
用
地
費
・
補
償
費
は
い
く
ら
か
、

入
金
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
養
豚

団
地
跡
地
の
整
備
が
進
ん
で
い

ま
せ
ん
が
理
由
は
何
か
。

官
舎
予
定
地
に
つ
い
て
は
、
阿

木
名
と
他
に
何
所
帯
の
入
居
を

予
定
し
て
い
る
の
か
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
、
国
と
用
地
・
補

償
に
つ
い
て
の
契
約
に
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
整
備
は
国
と
の
不
動
産
売
買

契
約
後
と
な
り
ま
す
。
官
舎
は

阿
木
名
地
区
へ
６０
～
６５
世
帯

の
予
定
で
す
。
今
年
度
中
に
不

動
産
売
買
契
約
の
予
定
で
す
。

議
員

防
災
セ
ン
タ
ー
の
嵩
上

げ
の
高
さ
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
熊

本
地
震
に
よ
り
当
初
設
計
額
よ

り
相
当
上
が
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
ど
の
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
の
か
、
今
後
の
予
定
を
伺
い

ま
す
。

町
長

地
盤
は
１
・
３
ｍ
嵩
上

げ
す
る
計
画
で
す
。
今
後
は
、

６
月
中
に
設
計
業
務
を
開
始
し

ま
す
。

議
員

廃
止
代
替
バ
ス
路
線
の

モ
デ
ル
事
業
実
施
の
具
体
的
な

渡島芳臣議員 

 

は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

古
仁
屋
港
生
間
地
区
は

特
定
の
駐
車
場
や
車
両
待
機
所

が
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用

者
は
荷
さ
ば
き
地
や
護
岸
敷
き

に
駐
車
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
フ
ェ
リ
ー
の
出

入
港
時
に
は
、
利
用
者
の
安
全

に
支
障
が
生
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
施
設
管
理
者
の
鹿
児
島
県

と
駐
車
場
及
び
車
両
待
機
所
の

利
用
や
確
保
等
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

与
路
へ
き
地
診
療

所
に
つ
い
て

看
護
師
不
在
が
続
い
て
い
る

が
、

１
．
今
後
の
町
当
局
の
方
針
に
つ

い
て

２
．
看
護
師
住
宅
に
つ
い
て

３
．
採
用
の
見
通
し
に
つ
い
て

４
．
町
へ
き
地
診
療
所
・
請
島
診

療
所
看
護
師
の
派
遣
体
制
は
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

１
．
平
成
１２
年
６
月
よ

り
、
請
島
・
与
路
島
両
島
の
診

療
所
へ
看
護
師
を
常
駐
さ
せ
、

両
島
民
の
健
康
管
理
、
疾
病
の

予
防
等
の
指
導
を
行
い
、
医
療

に
関
す
る
不
安
の
解
消
に
努
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

今
後
も
、
島
民
が
安
心
で
き
る

医
療
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

２
．
看
護
師
住
宅
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
常
駐
看
護
師
専

用
住
宅
の
確
保
は
な
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

３
．
採
用
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

看
護
師
の
確
保
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

４
．
与
路
島
へ
の
看
護
師
派
遣

に
つ
い
て
は
、
先
月
よ
り
巡
回

診
療
が
行
わ
れ
な
い
週
に
池
地

診
療
所
の
看
護
師
を
与
路
島
に

派
遣
し
、
島
民
の
健
康
管
理
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

議
員

防
災
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

１
．
本
年
度
か
ら
設
計
に
入
る
と

の
事
で
し
た
が
、
現
在
ま
で
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

２
．
規
模
・
予
算
は
ど
の
程
度
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

３
．
町
民
に
対
す
る
構
想
発
表
、

完
成
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長

１
．
平
成
２８
年
度
か
ら

の
新
規
事
業
と
し
て
国
に
要
望

し
て
お
り
ま
し
た
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
２８
年
４
月
に
国
・
県
に
交
付

申
請
書
を
提
出
し
、
５
月
２５
日

付
け
で
交
付
決
定
通
知
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
６
月
中
に
設
計
業

務
を
開
始
し
、
年
度
内
に
終
了

す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

２
．
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

は
、
旧
公
民
館
の
機
能
を
担
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
分
と
新
た
に

災
害
時
に
必
要
な
備
蓄
倉
庫
や

非
常
用
発
電
機
を
防
災
部
分
と

し
て
整
備
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
観
光
客
等
の

交
流
人
口
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
道
路
及
び
気
象
の
情
報

や
観
光
情
報
の
提
供
、
更
に
は

利
用
者
が
気
軽
に
休
憩
で
き
る

場
所
を
整
備
す
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。

施
設
規
模
は
、
旧
公
民
館
の

１
・
５
倍
の
１
３
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
に
な
る
見
込
み
で
、
全

体
事
業
費
６
億
円
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

３
．
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、

６
月
中
に
設
計
業
務
に
着
手
し

ま
す
の
で
、
設
計
内
容
が
ま
と

ま
り
次
第
、
可
能
な
限
り
早
め

に
公
表
す
る
考
え
で
お
り
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
９
月
末
に
施

設
内
容
及
び
規
模
や
完
成
予
想

図
が
概
ね
完
成
し
ま
す
の
で
、

１０
月
以
降
の
建
設
検
討
委
員
会

で
の
承
認
後
に
議
会
に
ご
説
明

し
、
ご
理
解
を
頂
い
た
う
え
で

公
表
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

完
成
の
見
通
し
は
、
平
成
２９

年
度
よ
り
工
事
を
開
始
し
、
平

成
３０
年
度
の
早
い
段
階
で
の
完

成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

議
員

与
路
島
の
常
駐
看

護
師
に
つ
い
て 

与
路
島
の
常
駐
看
護
師
を
公

募
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
ど
う
い
う
方
法
で
募
集
を

か
け
て
い
る
の
か
、
そ
の
内
容
を

稲田隆一郎議員 

澤 佳男議員 
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示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
本

町
の
看
護
職
の
要
件
に
て
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

『
与
路
島
の
看
護
師
を
募
集
し

ま
す
』
と
出
て
い
た
が
、
そ
の
文

書
は
事
務
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
、
何
と
し
て
も
来
て
ほ
し

い
、
と
い
う
熱
意
が
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。

以
前
、
奄
美
新
聞
は
東
京
近
辺

か
ら
若
者
を
雇
用
す
る
た
め
に
、

『
南
の
島
で
、
新
聞
記
者
を
し
ま

せ
ん
か
？
』
と
い
う
広
告
を
雑
誌

に
出
し
て
、
次
々
と
青
年
男
女
を

雇
い
入
れ
て
い
た
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。

『
南
の
海
の
、
美
し
い
自
然
に

囲
ま
れ
た
島
で
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
と
共
に
、
医
療
活
動
に
従
事

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
』
と
い
う
よ

う
な
誘
い
文
句
を
並
べ
て
、
積
極

的
に
募
集
を
す
れ
ば
、
関
心
を
持

つ
人
々
も
出
て
く
る
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

本
町
に
は
、
Ｉ
タ
ー
ン
と
し
て
、

定
住
し
て
い
る
人
々
が
大
勢
い

る
。
こ
の
人
た
ち
は
、
自
分
か
ら

進
ん
で
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
生

活
を
求
め
て
や
っ
て
き
て
い
る

人
々
だ
か
ら
、
看
護
師
と
し
て
与

路
島
に
住
ん
で
、
島
の
人
々
の
役

に
立
ち
た
い
と
考
え
る
人
は
、
世

の
中
に
は
結
構
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
。
３
年
間
募
集
し
て
、

未
だ
実
現
し
な
い
と
い
う
が
、
募

集
の
方
法
を
も
っ
と
工
夫
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
と
ど
ま
ら
ず
、

全
国
の
郷
土
関
係
者
も
含
め
て
、

広
く
広
報
を
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

議
員

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ

ま
に
つ
い
て 

瀬
相
と
生
間
の
フ
ェ
リ
ー
待

合
所
の
管
理
人
は
、
現
在
ま
で
に

何
人
の
管
理
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
何

年
ず
つ
勤
務
し
た
の
か
。

町
長

生
間
の
管
理
人
は
現
在

ま
で
に
６
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
７

年
５
ヶ
月
、
５
年
、
６
年
、
１

年
、
２
年
で
、
今
年
度
は
、
新

規
の
方
が
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

瀬
相
の
管
理
人
は
、
現
在
ま

で
に
３
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
５
年

４
ヶ
月
、
９
年
、
２３
年
（
継
続

中
）
と
管
理
し
て
い
ま
す
。

議
員

瀬
相
待
合
所
の
管
理
人

は
、
２３
年
と
い
う
長
期
に
わ
た

っ
て
管
理
を
継
続
し
て
い
る
と

い
う
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

商
工
観
光
課
長

応
募
に
は
６５

歳
未
満
、
加
計
呂
麻
島
在
住
と

い
う
条
件
を
つ
け
て
い
る
の
で

す
が
、
ほ
か
に
応
募
者
が
い
な

い
か
ら
で
す
。

議
員

応
募
者
が
い
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
加
計
呂
麻
島
に
こ
だ
わ

る
こ
と
な
く
、
町
内
全
体
に
公
募

を
広
げ
れ
ば
い
い
こ
と
で
は
な

い
か
。
そ
れ
と
、
委
託
期
間
に
は

１０
年
と
か
の
上
限
を
設
け
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

商
工
観
光
課
長

上
司
と
協
議

し
て
み
ま
す
。

議
員

町
政
の
進
め
方
に

つ
い
て 

自
衛
隊
誘
致
に
伴
う
国
か
ら

の
用
地
費
・
補
償
費
は
い
く
ら
か
、

入
金
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
養
豚

団
地
跡
地
の
整
備
が
進
ん
で
い

ま
せ
ん
が
理
由
は
何
か
。

官
舎
予
定
地
に
つ
い
て
は
、
阿

木
名
と
他
に
何
所
帯
の
入
居
を

予
定
し
て
い
る
の
か
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
、
国
と
用
地
・
補

償
に
つ
い
て
の
契
約
に
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
整
備
は
国
と
の
不
動
産
売
買

契
約
後
と
な
り
ま
す
。
官
舎
は

阿
木
名
地
区
へ
６０
～
６５
世
帯

の
予
定
で
す
。
今
年
度
中
に
不

動
産
売
買
契
約
の
予
定
で
す
。

議
員

防
災
セ
ン
タ
ー
の
嵩
上

げ
の
高
さ
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
熊

本
地
震
に
よ
り
当
初
設
計
額
よ

り
相
当
上
が
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
ど
の
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
の
か
、
今
後
の
予
定
を
伺
い

ま
す
。

町
長

地
盤
は
１
・
３
ｍ
嵩
上

げ
す
る
計
画
で
す
。
今
後
は
、

６
月
中
に
設
計
業
務
を
開
始
し

ま
す
。

議
員

廃
止
代
替
バ
ス
路
線
の

モ
デ
ル
事
業
実
施
の
具
体
的
な

渡島芳臣議員 



広報せとうち　18

 

び
支
援
、
「
せ
と
う
ち
海
の
駅
」

の
管
理
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。

漁
協
と
連
携
を
図
り
、
漁
協

青
年
部
や
女
性
部
を
中
心
に
魅

力
あ
る
漁
業
、
儲
か
る
漁
業
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

水
産
物
の
需
要
拡
大
や
魚
価
安

定
に
繋
が
る
食
育
や
魚
食
普
及

の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
よ
り

安
定
し
た
水
産
業
の
振
興
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
新
し
い
計
画
と
し
て

「
奄
美
大
島
に
お
け
る
水
産
業

振
興
戦
略
の
策
定
と
島
内
人
材

育
成
・
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

を
図
る
た
め
、「
奄
美
大
島
水
産

業
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

水
産
業
が
持
続
可
能
な
産
業
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
検

討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
活
性
化
策
と

し
て
「
マ
グ
ロ
消
費
促
進
事
業
」

に
よ
り
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
仕
入

れ
価
格
を
支
援
し
、
市
街
地
商

店
街
に
お
け
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
や
自
己
消
費
の

普
及
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

医
療
・
介
護
・
福
祉

の
連
携
・
充
実
に
つ
い
て

１
．
本
町
と
宇
検
村
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

２
．
課
題
解
決
に
向
け
た
地
域
医

療
連
携
体
系
の
構
築
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長

１
．
医
師
は
古
仁
屋
地

区
に
偏
在
し
、
医
師
の
確
保
が

困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
今
後

も
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
に
な

る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

２
．
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法

人
」
の
設
立
に
よ
り
医
師
等
の

相
互
派
遣
、
施
設
間
の
共
同
購

入
・
共
同
使
用
、
医
師
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
と
研
修
医
の
受
入
れ

等
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

医
師
の
確
保
と
医
療
機
関
の

経
営
安
定
が
促
さ
れ
、
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
・
安
定
・
拡
充

が
図
れ
ま
す
。

議
員

子
育
て
支
援
に
つ

い
て

１
．
児
童
・
生
徒
の
医
療
費
の
無

料
化
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

２
．
児
童
・
生
徒
の
給
食
費
の
無

料
化
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

１
．
す
ぐ
に
で
も
実
現

し
た
い
施
策
で
あ
り
、
子
育
て

に
格
差
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
も
含

め
財
源
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、

平
成
２９
年
度
の
実
現
に
向
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
将
来
的
な
課
題
と
し
て
十

分
受
け
と
め
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
協
議
の
上
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員

観
光
の
振
興
に
つ

い
て

（
バ
ニ
ラ
・
エ
ア
）

効
果
で
本
町
を
訪
れ
る
観
光
客

は
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。

宿
泊
施
設
等
の
受
入
れ
態
勢

の
現
状
、
課
題
、
課
題
解
決
に
向

け
た
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

平
成
２７
年
度
の
観
光
入

込
客
数
は

万

千
人
で

万

千
人
の
増
。
宿
泊
施
設
は

箇
所
で
、
収
容
人
数
は
５
１

６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
空
き
家
等
を
活
用
し

た
簡
易
宿
泊
施
設
な
ど
の
登
録

も
促
進
し
て
い
き
た
い
。

議
員

「

歳
選
挙
権
」
に

つ
い
て月

予
定
の
参
院
選
・
知
事

選
か
ら
「

歳
選
挙
権
」
が
適

用
さ
れ
、
順
次
、
今
年
行
わ
れ
る

本
町
の
町
議
選
等
へ
適
用
さ
れ

ま
す
。

啓
発
活
動
等
、
本
町
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

古
仁
屋
高
校
全
生
徒

（
１
４
９
名
）
へ
「
学
生
の
た

め
の
選
挙
講
座
」
を
開
き
、

年

生

名
を
対
象
に
「
模
擬
選
挙
」

を
行
い
ま
し
た
。

議
員

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結
果

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

ま
た
新
た
に
対
象
と
な
る
本

町
の
１８
・
１９
歳
は
何
人
か
伺
い

ま
す
。

総
務
課
長

「
政
治
へ
の
関
心

は
変
化
し
ま
し
た
か
」
に
対
し

「
高
ま
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
高
ま
っ
た
」
が

名
で
、

「
わ
か
ら
な
い
」
が

名
で
政

治
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い

う
結
果
で
す
。

新
た
な
対
象
者
は

歳

名
、

歳

名
計

名
（

月

日
現
在
）
で
す
。

向野 忍議員 

 

内
容
、
予
定
路
線
の
場
所
ま
た
、

実
施
に
当
た
っ
て
、
陸
運
局
、
バ

ス
事
業
者
、
町
民
の
理
解
を
得
て

い
る
の
か
、
低
料
金
に
よ
る
収
入

減
分
の
町
負
担
金
額
は
い
く
ら

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
お
尋
ね

し
ま
す
。

町
長

モ
デ
ル
事
業
は
本
島
側

２
路
線
、
加
計
呂
麻
側
１
路
線

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
鹿
児

島
陸
運
支
局
と
事
前
協
議
す
る

と
と
も
に
、
バ
ス
事
業
者
と
の

事
前
調
整
や
町
地
域
公
共
交
通

会
議
の
開
催
に
よ
る
関
係
者
の

合
意
、
実
施
に
際
し
て
住
民
へ

の
周
知
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
月
中
旬
に
は
、
町

地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
、

了
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
実
施
し

た
い
考
え
で
す
。

尚
、
低
料
金
に
よ
る
収
入
減

分
で
あ
り
ま
す
が
、
全
路
線
で

実
施
し
た
場
合
を
想
定
し
ま
す

と
、
町
負
担
分
の
み
で
６
６
３

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

低
料
金
を
実
施
し
た
場
合
、

運
航
費
用
に
対
す
る
運
賃
収
入

で
あ
る
収
支
率
が
２
年
連
続
で

６
分
の
１
を
下
回
っ
た
場
合
、

現
在
、
交
付
さ
れ
て
い
る
県
補

助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
す
。

議
員

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
予

定
地
及
び
時
期
、
建
設
検
討
委
員

会
に
お
い
て
協
議
さ
れ
て
進
め

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

建
設
予
定
地
に
つ
い
て

は
、
結
論
に
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
２８
年

度
用
地
取
得
、
２９
・
３０
年
度
に

設
計
、
建
設
、
３１
年
度
に
供
用

開
始
を
し
た
い
考
え
で
す
。

議
員

退
職
職
員
の
再
雇
用
制

度
を
他
市
町
村
で
は
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
本
町
で
も
考
え
る
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、
計
画
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

町
長

瀬
戸
内
町
職
員
の
再
任

用
に
関
す
る
事
務
取
扱
要
綱
に

沿
っ
て
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員

環
境
整
備
に
つ
い

て伊
須
集
落
の
導
流
堤
嵩
上
げ
に

つ
い
て
は
、
陳
情
書
を
受
け
調
査

の
結
果
、
総
務
経
済
委
員
会
で
全

員
が
採
択
す
る
事
を
決
定
し
て

い
ま
す
。
嵩
上
げ
に
向
け
て
進
め

て
い
る
の
か
、
進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す
。

町
長

県
へ
要
請
し
て
お
り
、

県
と
し
て
も
現
在
、
調
査
・
検

討
中
で
あ
り
ま
す
。

議
員

嘱
託
員
手
当
の
見

直
し
に
つ
い
て

本
年
度
の
嘱
託
員
会
に
お
い

て
、
町
側
は
嘱
託
員
手
当
の
見
直

し
を
提
示
し
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長

町
嘱
託
員
報
酬
条
例
で

は
、
一
人
あ
た
り
平
均
月
額
５

万
円
以
内
と
し
、
均
等
割
・
世

帯
割
・
距
離
割
・
地
形
割
、
そ

の
他
に
よ
っ
て
算
出
し
た
合
計

額
と
し
て
い
ま
す
。

算
出
根
拠
に
世
帯
割
と
あ
り

ま
す
が
、
１０
年
以
上
も
見
直
し

が
な
さ
れ
ず
、
本
来
な
ら
「
国

勢
調
査
」
等
の
数
値
が
出
る
５

年
毎
に
見
直
し
を
す
る
べ
き
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
当
初
ど

お
り
の
計
算
で
継
続
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

今
回
、
最
新
の
国
勢
調
査
の

数
値
を
用
い
、
均
等
割
・
世
帯

割
に
よ
り
、
明
確
な
根
拠
で
算

出
す
る
方
法
で
嘱
託
員
報
酬
を

改
定
し
た
い
旨
「
嘱
託
員
会
」

へ
お
話
し
し
ま
し
た
。

人
口
の
増
減
等
に
よ
り
、
報

酬
額
が
増
減
す
る
地
区
も
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
総
額
が
決
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
影
響
額

が
な
る
べ
く
少
な
く
な
る
よ
う

心
が
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

水
産
振
興
課
設
置

の
効
果
に
つ
い
て

水
産
振
興
課
の
業
務
内
容
、
施

策
、
水
産
振
興
に
対
す
る
計
画
等

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

魚
価
の
低
迷
や
燃
料
の

高
騰
、
後
継
者
不
足
等
、
漁
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
持

続
可
能
な
水
産
業
の
振
興
・
発

展
を
図
り
、
漁
業
者
や
漁
業
経

営
体
を
育
成
・
支
援
す
る
た
め

に
「
水
産
振
興
課
」
を
新
た
に

設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

業
務
の
内
容
と
し
ま
し
て
は
、

港
湾
・
漁
港
の
整
備
や
管
理
、

水
産
業
の
振
興
に
係
る
指
導
及

元井直志議員 
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び
支
援
、
「
せ
と
う
ち
海
の
駅
」

の
管
理
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。

漁
協
と
連
携
を
図
り
、
漁
協

青
年
部
や
女
性
部
を
中
心
に
魅

力
あ
る
漁
業
、
儲
か
る
漁
業
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

水
産
物
の
需
要
拡
大
や
魚
価
安

定
に
繋
が
る
食
育
や
魚
食
普
及

の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
よ
り

安
定
し
た
水
産
業
の
振
興
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
新
し
い
計
画
と
し
て

「
奄
美
大
島
に
お
け
る
水
産
業

振
興
戦
略
の
策
定
と
島
内
人
材

育
成
・
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

を
図
る
た
め
、「
奄
美
大
島
水
産

業
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、

水
産
業
が
持
続
可
能
な
産
業
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
検

討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
街
地
活
性
化
策
と

し
て
「
マ
グ
ロ
消
費
促
進
事
業
」

に
よ
り
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
仕
入

れ
価
格
を
支
援
し
、
市
街
地
商

店
街
に
お
け
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
や
自
己
消
費
の

普
及
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

医
療
・
介
護
・
福
祉

の
連
携
・
充
実
に
つ
い
て

１
．
本
町
と
宇
検
村
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

２
．
課
題
解
決
に
向
け
た
地
域
医

療
連
携
体
系
の
構
築
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長

１
．
医
師
は
古
仁
屋
地

区
に
偏
在
し
、
医
師
の
確
保
が

困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
今
後

も
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
に
な

る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

２
．
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法

人
」
の
設
立
に
よ
り
医
師
等
の

相
互
派
遣
、
施
設
間
の
共
同
購

入
・
共
同
使
用
、
医
師
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
と
研
修
医
の
受
入
れ

等
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

医
師
の
確
保
と
医
療
機
関
の

経
営
安
定
が
促
さ
れ
、
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
・
安
定
・
拡
充

が
図
れ
ま
す
。

議
員

子
育
て
支
援
に
つ

い
て

１
．
児
童
・
生
徒
の
医
療
費
の
無

料
化
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

２
．
児
童
・
生
徒
の
給
食
費
の
無

料
化
は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長

１
．
す
ぐ
に
で
も
実
現

し
た
い
施
策
で
あ
り
、
子
育
て

に
格
差
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
も
含

め
財
源
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、

平
成
２９
年
度
の
実
現
に
向
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
将
来
的
な
課
題
と
し
て
十

分
受
け
と
め
て
い
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
協
議
の
上
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員

観
光
の
振
興
に
つ

い
て

（
バ
ニ
ラ
・
エ
ア
）

効
果
で
本
町
を
訪
れ
る
観
光
客

は
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。

宿
泊
施
設
等
の
受
入
れ
態
勢

の
現
状
、
課
題
、
課
題
解
決
に
向

け
た
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

平
成
２７
年
度
の
観
光
入

込
客
数
は

万

千
人
で

万

千
人
の
増
。
宿
泊
施
設
は

箇
所
で
、
収
容
人
数
は
５
１

６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
空
き
家
等
を
活
用
し

た
簡
易
宿
泊
施
設
な
ど
の
登
録

も
促
進
し
て
い
き
た
い
。

議
員

「

歳
選
挙
権
」
に

つ
い
て月

予
定
の
参
院
選
・
知
事

選
か
ら
「

歳
選
挙
権
」
が
適

用
さ
れ
、
順
次
、
今
年
行
わ
れ
る

本
町
の
町
議
選
等
へ
適
用
さ
れ

ま
す
。

啓
発
活
動
等
、
本
町
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

古
仁
屋
高
校
全
生
徒

（
１
４
９
名
）
へ
「
学
生
の
た

め
の
選
挙
講
座
」
を
開
き
、

年

生

名
を
対
象
に
「
模
擬
選
挙
」

を
行
い
ま
し
た
。

議
員

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結
果

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

ま
た
新
た
に
対
象
と
な
る
本

町
の
１８
・
１９
歳
は
何
人
か
伺
い

ま
す
。

総
務
課
長

「
政
治
へ
の
関
心

は
変
化
し
ま
し
た
か
」
に
対
し

「
高
ま
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
高
ま
っ
た
」
が

名
で
、

「
わ
か
ら
な
い
」
が

名
で
政

治
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
い

う
結
果
で
す
。

新
た
な
対
象
者
は

歳

名
、

歳

名
計

名
（

月

日
現
在
）
で
す
。

向野 忍議員 
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第
２
回
定
例
会
で
は
、
総
務

経
済
常
任
委
員
会
（
向
野

忍

委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
て
い
た

案
件
に
対
し
て
の
委
員
長
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
）

伊
須
集
落
よ
り
、
時
化
の
度

に
河
川
排
水
溝
よ
り
大
量
の
流

木
が
河
川
上
流
に
逆
流
し
て
堆

積
し
、
河
川
の
流
れ
を
妨
げ
て

い
る
の
で
、
河
川
下
流
の
導
流

堤
の
建
設
及
び
嵩
上
げ
に
つ
い

て
の
陳
情
で
、
町
農
林
課
長
、

同
課
長
補
佐
、
建
設
課
長
補
佐

の
出
席
を
求
め
、
集
落
区
長
・

委
員
立
会
い
の
も
と
現
地
調
査

及
び
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

河
川
下
流
部
の
堤
防
は
、
河

口
に
沿
っ
て
護
岸
と
直
角
に
導

流
堤
が
浜
に
伸
び
て
い
る
上
に
、

高
さ
が
護
岸
よ
り
数
メ
ー
ト
ル

低
く
設
置
し
て
い
る
た
め
、
流

木
や
海
砂
、
ゴ
ミ
等
が
導
流
堤

を
超
え
て
河
川
に
流
入
す
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

流
入
防
止
対
策
と
し
て
、
大

型
の
土
嚢
を
設
置
し
て
あ
り
ま

す
が
、
損
傷
が
ひ
ど
い
状
態
で
、

護
岸
と
同
程
度
の
高
さ
へ
の
導

流
堤
の
嵩
上
げ
と
延
長
を
し
て

欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。

農
林
課
よ
り
、
本
地
区
の
護

岸
は
県
営
の
農
地
海
岸
保
全
事

業
で
施
工
し
て
お
り
、
平
成
２７

年
度
に
県
が
護
岸
延
長
１
１
６

７
ｍ
を
耐
震
も
含
め
て
機
能
診

断
を
行
っ
て
い
る
。

導
流
堤
の
嵩
上
げ
や
延
長
は

こ
の
診
断
に
入
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
嵩
上
げ
に
つ
い
て
強
く

要
望
し
、
延
長
に
つ
い
て
も
可

能
性
を
求
め
、
海
岸
保
全
事
業

の
一
環
と
し
て
早
急
な
実
施
に

向
け
て
努
力
し
、
集
落
の
長
年

の
懸
念
事
項
を
解
消
し
た
い
と

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
上
流
の
河
川
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
の
質

疑
に
対
し
、
建
設
課
よ
り
平
成

２９
年
度
に
地
籍
が
完
了
す
る
。

そ
の
後
、
準
用
河
川
改
良
等
と

し
て
計
画
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
導
流
堤
嵩
上
げ
等
の

事
例
は
な
い
か
と
の
質
疑
に
対

し
、
嘉
鉄
集
落
の
導
流
堤
が
嵩

上
げ
し
て
お
り
、
流
木
や
ゴ
ミ

の
侵
入
対
策
に
効
果
が
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
県
の
海
岸
保
全

事
業
に
強
く
要
望
し
、
早
急
に

実
現
す
べ
き
と
の
意
見
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
現
地
調
査
、
意
見
交

換
等
の
審
査
を
踏
ま
え
、
全
会

一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
意
見
を
町
当
局

へ
提
出
し
ま
し
た
。

『
伊
須
集
落
海
岸
導
流
堤
の

改
良
に
つ
い
て
の
陳
情
』
審
査

意
見 

１
．
海
岸
導
流
堤
に
つ
い
て
は
、

嵩
上
げ
と
延
長
を
県
に
対
し
強

く
要
望
し
、
早
急
な
実
施
に
向

け
努
力
さ
れ
た
い
。

２
．
河
川
上
流
に
つ
い
て
は
、

地
籍
調
査
な
ど
集
落
住
民
の
協

力
を
求
め
、
抜
本
的
な
河
川
改

良
の
早
期
実
現
に
向
け
努
力
さ

れ
た
い
。

『
伊
須
集
落
海
岸
導
流
堤
の

改
良
に
つ
い
て
の
陳
情
』
を 

採
択 

海岸導流堤の現地調査を行う 
総務経済委員（伊須集落にて） 

◆
今
年
は
、
瀬
戸
内
町
が
誕
生

し
て
６０
周
年
の
節
目
の
年
で

あ
り
ま
す
。 

◆
町
民
と
行
政
に
よ
る
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
又
、
全
国

の
郷
友
会
等
に
も
協
力
・
参
加

を
お
願
い
し
て
、
各
種
記
念
事

業
を
行
政
が
主
体
と
な
り
、
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

◆
我
々
議
会
も
、
こ
れ
ま
で
の

６０
周
年
の
歳
月
の
重
み
を
心

に
刻
み
、
新
生
瀬
戸
内
町
の
発

展
の
為
、
議
員
と
し
て
、
又
、

こ
れ
ま
で
の
議
会
活
動
を
検

証
し
、
反
省
を
行
な
い
、
真
に
、

地
域
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
、

そ
し
て
、
首
長
の
施
策
の
監
視

機
能
を
強
化
し
、
公
正
な
立
場

で
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
に

更
に
努
力
し
て
参
る
所
存
で

す
。
（
岡
田
） 
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瀬戸内町教育委員会だより

  
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次回は です。「読書」のパワーにびっくり！！

 

無事故で楽しい夏休みを 瀬戸内町教育委員会 教育長 上田 敏也 
町内各学校での充実した１学期も，お陰様で交通事故や水難事故等もなく無事に終わり，子供たちにとって
楽しみな夏休みに入りました。それぞれの学校ではこの１学期，一人一人の子供たちが 
新しい友だちや先生，そして地域の方々と出会い，きっと多くのことを学び，大きく成長 
したに違いありません。 
まだまだ休みは続きます。楽しいこともたくさん待っています。野外での体験や家族一緒 
での思い出づくりなど，普段なかなかできない体験・経験をする良い機会でもあります。 
これまで通り交通事故や水難事故等に気をつけて，充実した夏休みにしてほしいものです。 
そのためにも，今まで同様，ぜひ保護者や地域の方々の温かい見守りをお願いします。 

「教育の原点は家庭教育」にあるといっても過言ではないと思います。家庭教育はすべての
教育の出発点であると考えます。

家庭は，子供たちが最も身近に接する「社会」です。家族のふれ合いの中で，子供は「基本
的な生活習慣や生活能力」，「人に対する信頼感」，「豊かな情操」，「他人に対する思いやり」，「基
本的倫理観」，「自尊心や自立心」，「社会的マナー」などを身に付けていきます。

また，家庭は，大切なことを学ぶ場であると同時に，子供たちにとって「安らぎある楽しい
居場所」であり，「つらく苦しい時に何も考えずに休める場所」，「子供の最終的な心のよりどころ」，「社会へ巣
立っていくための力を蓄える場所」などでもあってほしいと願っています。

そんな意味からも「家庭教育」が子供に与える影響は，学校以上に大きいものがあるの
かもしれません。

親の笑顔がきっと子供の笑顔をつくります…。親のがんばりが子供のがんばりを必ず後
押しするはずです…。今一度，日常の家庭での生活を振り返り，親子が共に学び，共に伸
び合い，育ち合える，そんな家庭にしていければよいですね。

読書と生きる力！

「ほめ方・叱り方」の極意！

 

８月

 
ああ…これしか

できなかった…

 

 
お母さん，あなたが，がんば

ってるの，分かってたわよ…

この前より５点も伸びたじゃ

ない！すご～い！！

 
よ～し，１学期の

復習を夏休みにし

ておこう！

 
すご～い！

がんばって

るわね～！

 
「その子の伸び

をほめる 大作

戦」大成功！

褒め方・叱り方 解 説

場面 Ａ みんなの前で

Ｂ 一人の時に

Ａ 叱る場合，自尊心を傷つける…。

Ｂ ほめる，叱る，どちらも効果的！（ただし，大勢の前でほめられ
ることを好まない子もいるので，みんなの前でほめてよいか確認をす
べき！）

タイミング Ａ その時，その場で

Ｂ 後で

Ａ 「うれしい」と子供が思っているその瞬間にほめる！
Ｂ 時間がたってからでは，何が良かったか，悪かったか子供は覚え
ていないので，心に響かず，効果がない…。

頻度 Ａ しょっちゅう

Ｂ たまに

Ａ 「しょっちゅうほめる」はＯＫ！「調子に乗る」「できて当たり前」
とは言わず，思いっきりほめる！当たり前のことが当たり前にできる

のもすばらしいことです！
Ａ 「しょっちゅう叱る」はＮＧ！自信を失い，やる気をなくす。「ま
た始まった…」と段々真剣に聞かなくなる…。

Ｂ 子供が「本当にがんばった！ほめてほしい」と思っているときに
ピンポイントでほめるなら，たまにでもＯＫ！

内容 Ａ 過程を

Ｂ 結果を

Ａ 取り組み方や努力した点を具体的にほめると，「自分のことをよく

見てくれている」という安心感や喜びが生まれる！

Ｂ できたかどうかや数字だけでほめる（叱る）と「ほめる・叱る＝

評価する」になってしまう…。

比較 Ａ 他の子と比べて

Ｂ 以前のその子自身と比べて

Ａ 「誰かに勝てばほめられる」と思い，人の目を気にする…。

Ｂ 小さな変化を見逃さずにほめる（叱る）と「自分のことをよく見

てくれている」…につながる。

その他 Ａ 長々と

Ｂ 短い言葉で

Ｃ 感情にまかせて

Ｄ 複数で寄ってたかって

Ａ 長すぎると…何が大事だか分からず，真意が伝わらない…

Ｂ 短い言葉で的確に，核心をついて叱るのが効果的…

Ｃ 言葉の暴力や体罰は憎しみや恐怖心を生むだけ…

Ｄ 逃げ場がない！必ず一人はフォロー役を…。

※「ありがとう！」「助かる～」は最高のほめ言葉！

※「悲しい…」「残念…」 お母さんは悲しいな… で考えさせる…

子供に効果的な「ほめ方・叱り方」について
まとめてみました。参考にしてみてください。

～鹿児島県教育委員会ＨＰ「家庭の教育力の向上」より～

 
う～ん…

だめね～

ああ…またこれしか

できなかった…がん

ばったのに…

ここの声

かけが大

事だわ！
 

「家庭教育」の重要性
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特
定
非
営
利
法
人 

せ
と
う
ち
見
守
り
隊（
阿
木
名
）

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
「
き
ば
り
ゅ
ん
ち
ゅ
」！

　

子
供
た
ち
を
見
守
る
登
下
校
時
の
立
哨
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
、
せ
と
う
ち

見
守
り
隊
。
現
在
17
名
の
隊
員
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
高
齢
者
見
守
り
活
動

な
ど
様
々
な
活
動
を
通
し
て
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
定
年
組
の
飲
み
会
を
開
催
し
、
参
加
す
る
人
数
が
増
え
て
行
く
中
で
、

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
に
役
立
て
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
と

語
る
代
表
の
岩
井
義
照
さ
ん
（
67
歳
）
は
、「
今
後
は
見
守
り
隊
の
輪
を
さ

ら
に
広
げ
る
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
協
力
を
得
な
が
ら
他
の
集
落
と

の
交
流
を
行
い
、
こ
の
活
動
を
町
中
に
広
め
て
い
け
た
ら
」
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
表
情
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

古
仁
屋
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
と
は
別
に
中
学
校
・
高
校
・
一
般
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
を
図
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

練
習
日
は
火
・
木
・
土
の
週
３
回
活
動
し
て
お
り
、
団
員
も
1
年
生

か
ら
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
６
月
の
大
会
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
6
月
12
日
（
日
）
名
瀬
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
奄
美

本
島
内
よ
り
6
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
（
地
元
の
古
仁
屋
か
ら
は
２
チ
ー

ム
が
出
場
）、第
1
回
た
ま
ご
カ
ッ
プ
（
U
‐
9
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
1
～
3
年
生
を
対
象
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
２
ｍ
60
ｃ
ｍ
の
通
常
ゴ
ー
ル
を
2
ｍ
程
度
に
低
く

し
、シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
チ
ャ
ン
ス
が
多
く
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
両
チ
ー
ム
と
も
関
係
な
く
、
シ
ュ
ー

ト
が
決
ま
る
度
に
歓
声
と
拍
手
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

古
仁
屋
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ストグレ！スポーツ少年団

町
内
で
活
動
中
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
紹
介
し
ま
す
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　太陽が照りつける青空の下、214 艇、363 人の選手が出場し、潮流の影響で嘉鉄は抜港となりましたが、
それぞれが思い思いに大会を楽しんでいました。また、今年も地女連のおいしいごはんや古中・古高生
による艇搬入補助、地域住民の麦茶やチヂン応援などの「おもてなし」で大会を支えていました。
　後夜祭では、フラダンスや島唄、ぐっさんの笑いを交えた楽しいステージで来場者は大いに盛り上がっ
ていました。千葉県から参加した芳

ほう

地
ち

直
なお

美
み

さんは「育児でなかなか参加できなかったけど、20 年ぶり
に参加できて楽しかった。皆様にありがとう。」と笑顔で語ってくれました。
　他にも多くの方から「皆様へありがとう」という言葉がありました。きっと住民の皆様の瀬戸内を楽
しんで欲しいという思いが選手に伝わることで、国内最大規模の大会が継続できる力になっているのだ
と感じました。ボランティアの皆様、そして選手の応援に駆けつけてくださいました住民の皆様、本当
にありがとうございました。また、来年も「おもてなし」の心で！

　かな保育園の園児たちが瀬戸内役場を訪れ、
歌と花のプレゼントが送られました。かな保育
園では３０～４０年前から花の日とされるこの
日に、職員と園児たちが持ち寄った花を町内の
働いている方へ感謝をこめてプレゼントしてい
るそうで、今年は８カ所の事業所へプレゼント
を行ったそうです。園児の歌や花のプレゼント
に庁舎内は笑顔があふれ、あたたかな雰囲気に
包まれました。

大島海峡を舞台に町制 60 周年記念
第 24 回奄美シーカヤックマラソン in 加計呂麻大会が開催されました

かな保育園の園児たちから歌と花の
プレゼントがありました

6月15日（水）　役場庁舎に笑顔があふれる

7月3日（日）　Sea on the world ‐ 海は世界をつなぐ、人をつなぐ。みんなの「思い」でつないでいく

　認知症への関心を高めてもらおうと、今年から
奄美病院の職員による出張認知症カフェが始ま
り、町内第１回目として網野子集落で行われまし
た。この日は、サロン活動も行われ、参加者は「話
や体操などみんな良かった」と笑顔で話していま
した。また、奄美病院の福祉士西牟田智子さんは

「認知症について気軽に話せるように、まずは認
知症の事を知る機会を増やしたい」と力強く語っ
てくれました。

出張認知症カフェの第１回目が行われ
ました。

6月9日（木）　認知症を考えるきっかけに
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　古仁屋小学校体育館にて鹿児島県、（公財）
鹿児島文化振興財団、古仁屋小学校主催で鹿児
島オペラ協会と鹿児島県箏曲会によるオペラの
上演、箏の演奏が行われました。古仁屋小、諸
鈍小中の児童と生徒は、出演者と時には歌いな
がら熱中した様子で鑑賞していました。
　古仁屋小学校４年生の田原幹斗くんは、「声
の響きと高低が合わさってすごかった」と元気
に語ってくれました。

　瀬戸内連合青年団、古仁屋青年団主催による
第９回てぃだかんかん祭りが行われました。
　吹奏楽団がじゅまるによる演奏や子供たちに
よるフラダンス、古仁屋高校の書道パフォーマ
ンス、スイカ早食い競争、じゃんけん大会、抽
選会など盛りだくさんで訪れた人は笑顔で楽し
んでいました。阿木名小学校５年生の有田龍生
くんは、「じゃんけん大会で舞台に上がれて楽
しかった」と笑顔で語ってくれました。

　古仁屋小６年１組の児童と保護者により、通
学路の町道などを中心に反射テープを設置する
ボランティア作業が行われました。
　作業終了後は、親子でラーメンを食べたあと、
体育館でドッジボールやソフトバレーなどで汗
を流しました。
　担任の四本先生は「今後も、卒業までいろい
ろな事をして子供達には、一段と成長してほし
い」と熱い気持ちを語っていました。

　朝市には、嘉鉄農家さんの野菜を販売してい
る「ゆりどころ」やフリーマーケットなどが出
店していました。パッション祭りでは、パッショ
ンの試食や加工品の試飲、販売会が開かれまし
た。来場者からは「安くていろんなものが買え
てよかった」と喜びの声がありました。
　朝市は毎月第３土曜日に開催されます。
町の生産者さんをもっと盛り上げたい！
　出品者、来場者をお待ちしています！

オペラと箏の演奏会が開かれました第９回てぃだかんかん祭りが大湊緑
地公園にて開催されました

ボランティアにより反射テープが設
置されました 朝市・パッション祭りが開催されま

した

7月1日（金）　文化に触れる♪7月2日（土）来場者の笑顔あふれる

6月25日（土）　奉仕のこころで 6月18日（土）朝市にいこう♪

まちの出来事、お寄せください♪　企画課　情報政策係☎ 0997-72-1112Events of the town
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平成２８年度７月号

「奄美シーカヤックマラソンＩＮ加計呂麻大会」でボランティア活動を行いました！

第３回定期演奏会

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

政治家インタビュー

せ

６月１２日（日）に吹奏楽部が本校体育館において第３回定期演奏会を行いました。３年生６名，２年生６名，１年生２名の計１４名の部

員たちがアンコールを含め１２曲演奏し，その他様々な工夫を凝らしたパフォーマンスを披露しました。本校生徒，保護者以外にも地域

の多くの方々に来場していただき，とても盛り上がった演奏会になりました。誠にありがとうございました。

新入生整列

男子２２名，女子３４名 計５６名

が，第６７期生として入学しました

各種行事

生徒の演奏に合わせて

ひげダンスを披露する職員

松ヶ野校長先生
進路ガイダンス

野球部 壮行会
選挙権年齢が 歳以上に

引き下げられるの受け，実際

の政治家の方に素朴な疑問を

投げかけました。

吹奏楽部と書道部による合同パフォーマンスで，

奄美シーカヤックマラソン大会の前夜祭を盛り上げ

ました。また、当日は気温の高い中頑張るたくさん

の選手たちをスタートからゴールまで応援しまし

た。大会後の後夜祭では，フラダンスで選手や観光

客の皆さんにおもてなしをしました。

【お知らせ】～おいでよ！古高へ！～

月 日（金）古仁屋高校体験入学 午後 時 分から
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法律相談会（無料）のご案内
司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日時及び場所】８月１８日 ( 木 ) 午前１０時～午後１時　
町営コーラルタウン船津団地　集会場
　※本相談会での直接受託は原則行いません。
　　正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【お問い合わせ先】瀬戸内町商工会青年部　
℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）
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未来の博士たち｜子ども世界自然遺産博士講座が開講

まちの頼れる相談員！｜嘉原篤巳さんが表彰されました！

クロマグロを身近に｜海の駅で解体ショー

命を救うために｜与路島で救命講習

６月１９日（日）初めにレクレーションや自己紹介が行われ、
緊張した様子の子ども達はお友達との距離が一気に縮まった
ようで、終始子どもたちの笑顔が絶えない楽しい講座となっ
ていました。受講者の土岐直也君（小６）は、「奄美に来た
ばかりだけど世界自然のことやハブの事とかを知れて楽し
かったし、うれしい。これからの講座で、奄美の事が完璧に
好きになると思います」と笑顔で語ってくれました。

　７月２日（土）クロマグロを身近に感じてもらいたいとい
う思いから、海の駅にて瀬戸内漁業協同組合主催によるクロ
マグロ解体ショーが行われ、無料ふるまいや販売会が行われ
ました。
　娘さんのさあやちゃん（１歳）といっしょに訪れた水浦み
のりさんは「身近に食べられていいなと思います。おいしかっ
た」と笑顔で語ってくれました。

６月９日（木）平成 19 年から総務大臣の委嘱を受け、行
政相談員をされている嘉原篤巳さんが「業績が顕著で他の
模範とするに足る」と認められ、表彰状が授与されました。
行政相談員は、行政全般に関する苦情や相談を受け付け、
相談者への助言や関係機関に対する改善の申し入れ等を無
報酬で行い、住民の身近な相談相手として活躍しています。
嘉原さんは「これからも住民の声を聴いていきたい」と力
強く語ってくれました。

６月２６日（日）看護師が不在の与路島にて救急救
命士による救命講習が行われました。講習会では、
応急手当の目的や重要性を寸劇などを取り入れなが
ら説明したのち、実践形式で行われ、参加者は手順
を一つずつ確認しながら熱心に取り組んでいまし
た。参加者の野間このみさんは、「AED を使った心
肺蘇生法を知ることができました。いざとなったら、
勇気をもって救命活動を行いたい」と力強く語って
くれました。また、瀬戸内消防分署では、依頼があ
れば救命講習を行うことができるそうです。

▲表彰状を手にする嘉原さん

▲東大医科学研究所 服部先生のハブ講座を熱心に
　聞いている子ども達

▲心肺蘇生法を実践する与路島の住民たち

▲海の駅で解体ショーを見つめるみなさん


